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論文の内容の要旨

　本研究は，餌などを獲得することを目的とした行動を学習するときに側坐核がどのような役割を演じてい

るかを，ラットを用いた実験によって解明したものである。実験は，ラットの脳に記録用電極を差し込み，

単一ニューロンの活動記録を取ることによって行った。側坐核はコアとシェルからなっており，コアは報酬

を獲得したときに応答する。一方，シェルは環境の変化によって，これまでの行動が不適切になって不快情

動が起きたときに応答し，再学習が終了すると消滅する。これらの緒果により，環境の変化により目的指向

性行動が不適切になったとき，不快情動を反映した信号が側坐核シェルで形成され再学習を実行する。その

結果目的が達成されると側坐核シェルの活動が消滅する。獲得した行動は側坐核コアを中心とした適応行動

実行回路によって実行され，次第に線状体回路によって習慣化される。以上のような環境適応型学習モデル

を「目的指向性行動学習ネットワー一クモデル」として提案している。

審査の結果の要旨

　従来の破壊実験や電気生理実験では不明であった側坐核シェルの役割を解明することができた点は高く評

価できる。なお，その結果を基にして提案している「目的指向性行動学習ネットワークモデル」については，

さらに検証する必要があろう。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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